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三河地震の概要

1．はじめに

昭和20年1月13日3時38分頃に、震度7（マグニチュード6．8）の大地震が三河地

方に発生し大被害を与えた。この地震は昭和19年12月7日13時36分頃に発生した東

南海地震と同様に戦時中の大地震であり、当時の社会情勢からその詳しい震災資料の発

表があまりされなかった。発表されたものでも極秘の印が押されており、公表されない

まま終戦とともに失われたものが多く、被害の詳細はよく知られていない。しかしながら、

近年資料の掘り起こしが進み、より多くの事実が明らかとなってきている。

この概要は、それらの調査結果を紹介するものである。

2．三河地震の前震・本震及び余震・

（1）前　震

昭和20年1月11日頃から形原町、西浦町を中心に多数の地震が発生した。当時の中

央気象台の地震観測によって観測された地震は

・1月11日　　有感地震6回　　　無感地震6回

・1月12日　　有感地震なし　　　無感地震2回

の合計14回である。1月11日10時43分頃に発生した地震規模はM5．2であり、同日

14時57分、15時16分、23時55分頃の三つの地震はそれぞれM5以下の小区域地震

であった。海沿いの形原町、塩津町、西浦町（蒲郡市）西幡豆町（西尾市）などでは音

や光を伴った地震が多数あったが戦時中であり、大砲の音だと思われていたようである。

（2）本震

本震の三河地震は1月13日3時38分頃に発生、震央は渥美湾内、北緯34．70、東経

137．20　の地点で震源の深さは10km以下の浅所となっている。

地震の規模はM6．8、有感半径は690kmにも達している。この地震は直下型の地震であ

り最大震度5といわれていた地震であるが、実際には西三河地域では震度6の所が多く、

震度7に達した所もかなりあった。

最大の震度7に達した地域は碧海郡明治村・桜井村、幡豆郡三和村・横須賀村・福地村・

吉田村であり、これは現在の安城市・西尾市の一部である。なお幸田町域は震度6であっ

た。

（3）余震

三河地震には多くの余震が伴った。1月中には800回以上を数えている。
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3　三河地震の地変

この地震には著しい地変がみられた。渥美半島の隆起・沈降とともに地震断層が出現

した。また海底の変動もあり津波の発生がみられた。

（1）地震断層

この地震で生じた地震断層は、幸田町大字深溝を中心とする深溝断層、他に形原断層

と横須賀断層があり、これらの断層を総称して三河地震断層としている。全延長は約2

8kmとなっている。断層の西側は最大2mの隆起、南または東へ最大50cmの水平移動

を伴っている。断層面は山地で500以上の急傾斜の逆断層となり、平地では200　内

外の傾斜で段階状地割れが伴った。

（2）土地の隆起、沈降

形原から深溝にかけて断層の西側が2m隆起し、深溝から西方は南側が隆起した。深

溝及び前野における断層が方向を変えるところでは、西と南から衝き上げたようになっ

ている。宮迫一津平間における土地の上下移動は40～50cm程度、水平移動は南側が東

t40～60cmである。この付近では地面の亀裂が多く見られている。また、安藤川、広田

川流域では最大約1．4mの沈降があった。地震後の測量によれば、幸田町以西の旧幡豆

郡下では広範囲にわたり20～60cm沈下したが、小栗新田では1．44m、華蔵寺付近で

は1．4mの沈下があった。

4．三河地震の震害

この地震による死傷者や家屋の被害は表1のとおりである。全体での死者は2306名

を数える。死者100人を越えた村は明治村・桜井村・西尾村・横須賀村・三和村・福地村・

形原村・安城町の8町村に及んでいるが、そのうち最も死者が多かったのは明治村であっ

た。負傷者も明治村が最も多かった。家屋の被害も甚大であり、やはり明治村では10

00戸以上の家が全壊の被害にあっている。

当時の幸田町域は深溝断層が通っているものの、地盤条件が西尾や幡豆地域より恵ま

れていたため、西尾市や吉良町に比べると被害は少なかったことがわかる。現在の幸田

町域でもっとも被害が集中したのは逆川や一ノ瀬の集落である。これらの集落では死傷

者や住宅の全壊・半壊がみられた。

5．三河地震の報道

地震翌日の新聞報道は各社その対応が分かれている。地元紙である中部日本新聞では

大きく扱っている。ただし、被害の詳細につい報道できなかったため、人心の安定に焦

点を置いた記事である。注目すべきは1月20日の中部日本新聞の記事である。独自で調

査団を派遣し、地震について調査をおこなった結果を報告している。
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三河地震による被害の鰻桟

表1【愛知県下の被嘗状況】

碕御掴 享 �死　者 �負傷者 �任　琴　i　非住家 ����桂　密　　　室 
章＿＿鱒 �整＿埜 �套嘘 �攣＿嘩 �襲撃準撃 �畢襲撃宛 �被嘗準渇き 　　弓 

「鳶膏提議 】 �8 二i �26 �72 �468 �些」 �5撃 �軋1 �q＿？＿琴 �0．4！ 

登　場　薄 ��‾‾‾4 5 � �鱒川＿＿＿＿＿＿＿1 �5 �3 �－ �軋1 �0〕 

享　等彊蒋 �＝i2 ��124 �野草 �蔓き �7撃 �1，2 �革亡等 �字重 

「軒嘗頑 �0 �り ムー 1，13毎 �33　蔓　　3梼＿＿＿呈 ��109 4割2 �i93 �0．2 �1．．6 �埴」 
■7千億5 �7．9 �相．寧 �ユ7．5　雲 

巨費淘∴郡 �捜51 ��2．829　宴　6β部 

竜　幡豆郡 ≧ �1．，壬78 �2＿，528 �3β93毒6，3艶 ‾‾‾頂「「要　81 ��3，468 �早苗1 �宰lニ2 �36．7■　　39．6 

巨観揖郡 �鱒 �呈＿18 量‾‾．＿‾‾＿‾．‾＿‾．‾，‾＿‾＿‾鱒 ���鱒 �6 �　1．6 l �3．2　董＿　早耳竜 

巨宝飯郡 �2軍事－ ��333　室　　吊43 ��5！＿亭 �甲9 �10．4＋ �司r5■‖3‾軍・撃」 

亘　渥美郡 �1． �要　6 ＋　0 �92　室　　459 ��鱒 �26＋l �】，8 �9．，・i �鱒・4．．，亘 

蔓　愛知郡 �0 ��空　室　　9 �� � �0．0 �0．0 �0旦＿＿＿＿… 

上申畠＿鱒 �垂 �皇■＿■＿■＿■三三肇 萱＿＿＿　旦‖肌 �2　竜　　2 ��5　　　　　11 ��0．0 �鋸日■噂」 

糞紫郎・＿ �鱒 ��蔓　　　電　卓　　　2　　　　3 ����0月　　　0．0 

巨＝＿魯瀦 �2，306 �3，866 �7，22才1 �16，353　重　犯87　1三日24 ��� �t　　　　… 

【寺田町の被害状況】

総戸数 �死一着 �負傷者 �産　廃 ���非住家 ��墜　家 
垂． � �望壌 �全壊 �半壊 �全壊寧％ �撃墜 �二三＋些 �披蹄率鰯雲 

整額㍉村 ��由畠 �7 �乳叩 �1 �7 �ほ �Zi �5 �3．1 �2．7 ��4．4　号 

寧　田 �再 �‾ま＿ナ鰭4・ �25 �壬生 �2 �亨 �14 �14 �6 �i・・至 �妻＿＿＿＿＿．．．蓬8 ��毒　2．畑 【蕃 �す �上．…．．．蔓，三軍畢 �32 �書　　54 �軋」．．，ワ～叩準 ���35　盲　目． ��2・0、、．」ユ鼠．⊥蓬旦」 

日撒紺細い部名はいずれも地芸当時
空j表明閥全壊率および守壊率はそれぞれ全壊戸数および半壊戸数を全戸数で割巨た百郷率であり、妓箸率は

全壊戸数に半壊戸数の羊分を加え、総戸数で割った唇分琢提示している8
日い用刺闇、榊責、幡癌郡豊坂対と鍋田郡封継目こ．労されていました。

三河地震の被害状況（幸田地震レポートより）
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6．現在にのこる三河地震の爪痕

幸田町内

・深溝断層

・本光寺の東御廟所の土塀

・拾石川の段差

蒲郡市

・宗徳寺の三河地震による地割れ

西尾市

・龍宮神社の段差（非公開）

7．三河地震を勉強するための主な参考資料

飯田汲事1985『飯田汲事教授論文選集　東海地方地震・津波災害史』

幸田町1996『幸田地震レポート』

幸田町1997『幸田町まちづくりシンポジウム　地震に強い安全なまちづくりを考え

る』

海洋出版株式会社2004「1944年東南海地震と1945年三河地震（上）」月刊地球

海洋出版株式会社2004「1944年東南海地震と1945年三河地震（下）」月刊地球

木股文昭・林能成・木村玲欧2005『三河地震60年目の真実』中日新聞社

三河地震によってできた深溝拾石川の段差
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三河地震で崩れた深溝本光寺の土塀

蒲郡宗徳寺の三河地震の地割れ
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酉探灘ぼおける断層目梨に別離目が績　漂ド部分がみられる盲

ぎ詞　　　　巨
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飯田1985より転載



烹河地震帝断層の捗ミ深溝か学校改築時昭和帽章：4月9日学校爵滞野によるき

闘　　　上
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